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研究の目的、概要、期待される効果

関連する
知的財産
論文 等

超音波接合における相対運動の解析（溶接学会誌，2014, Vol.83, pp.204.）
軟鋼と5052 アルミニウム合金の超音波接合過程の解析（軽金属溶接, Vol.53, 2015, pp.448）
Residual Stress Analysis Based on Acoustic and Optical Methods（Materials, Vol.9, 2016, No. 112）

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・自動車周辺部品、航空機部品、電子部品をは
じめ、金型加工、医療機器分野など、ものづく
りにおいて接合に関わるあらゆる企業とのつな
がりを期待します。

・接合プロセスや材料の疲労に伴う欠陥の生
成や、劣化の過程を光計測、シミュレーション、
材料組織解析による複合アプローチによって解
明します。

工業材料研究室 http://joining.eng.niigata-u.ac.jp/

光計測による材料接合部の非破壊評価技術

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

ものづくりにおいては、「マルチマテリアル
化」による高機能化を達成するため、様々な材料
を組み合わせる（接合する）技術が開発されてい
ます。一方で、接合に伴う加熱や材料変形のプロ
セスは、材質の劣化を引き起こす場合が多く、そ
の性状を正確に把握することが必要となります。
特に、異なる材質同士が接する接合界面では、ミ
クロ組織の変化や残留応力が発生しやすく、これ
らが接合の信頼性を低下させる原因となります。
当研究室では、光計測や音響計測を利用して材料
や、材料同士の接合部に生じる欠陥を非破壊で検
査する技術の開発研究を行っています。
光計測の一例として、当研究室で製作したレー

ザースペックルパターン干渉計は、測定する材料
の表面に拡大したレーザー光を照射し、光の干渉
によって生じた干渉縞模様を測定する手法です。
材料表面に生じた1µm以下の微小な変位をデジタ

ルカメラを用いてリアルタイムに撮影することが
出来ます。接合部に局所的に加熱したり音響振動
を与えることによって励起された、与えた微小で
可逆的な（非破壊）変形を可視化することで、材
料内の欠陥や応力状態を推定する手法の研究を進
めています。非破壊、非接触、高速、広視野を実
現した非破壊検査法の開発を目指しています。

材料内生じる微小変形可視化の例

接合部 鉄鋼超硬合金
応力集中

CMOSカメラ

レーザー光源1

レーザー光源2

位相シフタ

材料変形可視化のためのスペックルパターン干渉計
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